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採算の合わない事業であれは、どんなに運営を考

え体制を造 り直 してみても、業績があがらないの

は当然であ り、夜間医療解決のためには夜間セン

ターとい う発想よりも国はむ しろこの不採算性の

解決を先に考 えるべきであろ う。 そして少な くと

も国公立病院で赤字の出ない位の医療費にすれば

2次救急は もつとスムーズになり、ひいてはたら

い廻しも少な くなることは明らかである。

更に住民 も夜間の医療費が高 くならぎるを得ない

ことを知れは、自然子供が熱を出 した位 ではおし

かけな くな り、健康の自己責任をとりもどすこと

にもなリー挙両得 となるのではなかろ うか。

夜間救急センタ ~を作 り2次救急、としての待機病

院制度を確立 したとしても、たらい廻 しなどの問

題の解決には余 り役には立たないことは船橋市夜

間診療所年報 によつても明らかな ことである。 こ

のことからも夜間急病 センタ~と いう形が、ない

よりましとい う以上にどれ程夜間救急医療の解決

に貢献出来 るのかと些か疑念を抱かざるを得 ない。

「不幸に してあなたが重い病気になつた時、病

院職員が多数 の軽症の患者さんに忙殺されて、あ

なたに充分な手をつ くせないとい う事態を思い う

かべて下さい。いかに不者「合なことかおわか り頂

けると思います。右御理解の上御協力下さい。」

これは都立府中病院整形外科の窓日にぁる掲示で

ある。 3次救急病院と しては当然のことでぁ り、

軽症患者を一般開業医が引き受け るとい うことは

医療の機能分担からいつても当然 のことである。

軽症は我 々が受け持ち、重症になれはいつでも収

容してくれるよ うな体制が出来れは、我々として

も心 強いことである。 されはとて翌日で もよい軽

症患者のため連夜起 されるとなれは、翌日沢山の

患者に充分な手がつ くせないことになり、我々も

又御理解の上御協力を頂きたい次第である。

救急医療とい うものは結局は 2次救急につきる

のでぁって、 この ことは昔 も今 も変 りな く、たと

え夜間急病センタ~と い う形を作 ってみても、 2

次救急体制が確立され ていなけれは「たらい廻し」

がな くなることもな く、会員にとって労多 くして

稔 りの少ない仕事 とはならないだろ うか。無いよ

りはましといえは、 もう何 もい うことはないので

ある。

この調査をするに当って、西多摩地区にどのょ

うな形の急病 センタ ~を作つたらよいのか検討 し

ようとい う気持 もあったが、調査をまとめてい る

うちにそれ以前にまだ解決 しなけれはな らない問

題が沢山あることを知 り、急 いでは事をし損ずる

とぃ ぅのヵS現在の偽らぎる心 境であ る。
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